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うおぬま 若者会議 スタート！
問　企画政策室　☎７９２－１４２５

　

今
回
の
会
議
に
参
加
し
、
皆
さ
ん
の
熱
量
の
高
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
熱
量
が
高
い
人
が
多
く
な
れ
ば
、
魅
力

的
な
ま
ち
に
な
る
と
思
い
ま
す
。「
魚
沼
市
を
良
く
し
た

い
け
ど
、一
人
じ
ゃ
ち
ょ
っ
と
」
と
思
わ
れ
て
い
る
人
へ
、

こ
の
会
議
は
絶
好
の
機
会
。
み
ん
な
で
楽
し
く
つ
な
が

り
、
ま
ち
づ
く
り
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

新潟県見附市出身。タレン
ト活動を行いながら、自ら
が「地域活性化モデル」と
し て、 県 内 女 性 約 70 名 に
よ る ガ ー ル ズ 集 団「Lily ＆
Marry's」を結成する。

　

地
域
活
性
化
は
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
が
「
地
域
で

の
生
活
を
楽
し
む
」
こ
と
か
ら
始
ま
る
と
思
い
ま
す
。
以

前
に
勤
め
て
い
た
旅
行
会
社
で
全
国
を
巡
り
、
勢
い
の

あ
る
地
域
を
見
る
中
で
、
強
く
感
じ
ま
し
た
。
こ
う
し

た
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
や
ビ
ジ
ョ
ン
も
一
人
で
考
え
て
い

た
ら
寂
し
い
も
の
。同
世
代
の
人
た
ち
と
思
い
を
分
か
ち
、

前
向
き
に
話
が
し
た
く
て
会
議
に
参
加
し
ま
し
た
。

若い人たちが、まちづくりに興味を持ち、市の将来像について自由に意見
やアイデアを出してもらい、それを今後のまちづくりに反映しようと

する取り組み「うおぬま若者会議」がスタートしました。笑顔が

こぼれるリラックスした雰囲気で、活発な意見交換が行わ

れ、第１回の会議は盛り上がりました。

　

第
１
回
の
テ
ー
マ
は
「
将
来
の

魚
沼
市
は
こ
ん
な
風
に
な
っ
て
欲

し
い
」。
魅
力
あ
る
魚
沼
市
に
な

る
た
め
、
出
て
き
た
意
見
の
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
今
年
度
の
会
議
は
第
２
回
（
９

月
２９
日
）、
第
３
回
（

１１
月

１６
日
）

へ
と
続
き
ま
す
。
参
加
者
募
集
中

で
す
。
市
内
在
住
・
就
業
・
出
身

の
２０
～

４０
歳
の
人
は
企
画
政
策
室

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
農
業
で
魚
沼
市
を
世
界
に
売
り

込
む
。

◦
若
者
が
集
ま
れ
る
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
が
欲
し
い
。

◦
も
つ
焼
き
を
観
光
振
興
に
つ
な

げ
る
。

◦
夏
場
の
ス
キ
ー
場
を
活
用
す
る
。

（
ト
レ
イ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
天
然

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
な
ど
）

◦
地
域
物
産
展
を
入
れ
た
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
を
つ
く
り
雇
用
を
創
出
。

◦
田
ん
ぼ
が
黄
金
色
の
時
期
に
、

ジ
ブ
リ
と
コ
ラ
ボ
ツ
ア
ー
を
実
施
。

◦
夏
フ
ェ
ス
を
ハ
ー
ブ
香
園
や
響

き
の
森
公
園
で
す
る
。

◦
米
・
酒
・
山
菜
で
若
者
に
も
浸

透
す
る
よ
う
な
も
の
を
つ
く
る
。

今井  美穂さん（特別ゲスト）

高い熱量が地域を変える

－ Profile －

魚沼市堀之内在住。５年間、
首都圏で勤務した後、魚沼
市にＵターン就職。現在は、

「魚沼市横乗り愛好会」のメ
ンバーとして、公私に渡り
地域を盛り上げる。

櫻井  一
かずたか

崇さん（参加者）

住んでいる人が楽しいまちへ

問　子 ど も 課 ☎７９４－６０２７

　施設の老朽化等により平成２６年から工事を

行っていた「すもんこども園」が完成し、７月

２３日に竣工式が行われました。魚沼杉をはじ

め多くの木材を利用し、守門の自然に溶け込む

よう設計されたこども園。各室内からすばらし

い自然が見渡せ、開口部からは、心地よい風が

吹き込みます。園児たちが伸び伸びと過ごせる、

すもんこども園の概要についてお知らせします。

すもんこども園が完成しました！

施
設
概
要

・類型　　　幼保連携型認定こども園
・建物構造　鉄筋コンクリート造　２階建て
・敷地面積　５, ５７７㎡
・延床面積　１, １１５㎡
・定員　　   ８５人
・施設構成　乳児・ほふく室、保育室４、遊戯室、事務　　
　　　　　   室、医務室、厨房、多目的スペース等

・設備等　　耐雪式（積雪荷重４．０ｍ）、エレベーター、
　　　　　  ＬＥＤ照明、未満児室・遊戯室等に床暖房

１

１）２）内装は腰壁に越後杉を利用し、上部の壁には漆喰をイメー
ジしたクロスを使用して、木と調和した明るい空間となりました。
３）隠れ家的な「デン」は園児が興味を持って遊べる部屋。４）玄
関近くの「多目的スペース」では、延長保育や親子ふれあい広場が
行われます。５）バリアフリーのウッドデッキを設けたバルコニー。
６）食育推進のため、調理室が廊下から見える構造となっています。

６

  穴沢 淑江 園長

土田 知美 さん（西村在住）

　

広
い
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
や
広
い
廊
下
な
ど
、
開
放
感

の
あ
る
園
舎
に
園
児
た
ち
は
大
は
し
ゃ
ぎ
で
す
。
す

で
に
地
域
の
お
年
寄
り
と
園
児
の
交
流
の
お
話
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
施
設
を
拠
点
に
、
地
域
が

益
々
元
気
に
な
っ
て
い
け
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

　

新
園
舎
で
の
保
育
が
と
っ
て
も
楽
し
み
で
す
。

お
世
話
に
な
っ
た
旧
園
舎
か
ら
移
動
す
る
の
は

寂
し
い
で
す
が
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
想
い
が
重
な

り
完
成
し
た
新
園
舎
は
私
た
ち
の
宝
物
。
大
切
に

使
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

－ Profile －

２

３

４

５

ヒカル ちゃん
（４歳）

薫子ちゃん
（１歳） 彰

しょうけい

慶くん
（２歳）
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高
齢
者
の
安
心
の
た
め
に

問  介護福祉室  ☎７９２－９７５５

サービス名 内容 対象者 助成額または利用料等

寝たきり老人等介護
手当支給事業

介護を必要とする状態が 3 か
月以上継続している人を在宅
で介護している人に、介護手
当を支給します。

次のいずれかの人を常時介護
をしている人（特別障害者手
当受給者を除く）

・要介護 3 以上の人
・身体障害者手帳 1 ～ 3 級所持
者

・療育手帳Ａ所持者

手当額（月額）
・市民税課税世帯…5,000 円
・市民税非課税世帯…7,000
円

家族介護用品支給事業

紙おむつ・尿取りパッド等の
購入費用を助成します。

・要介護 3 以上の人
・身体障害者手帳 1･2 級所持
者

・65 歳 以 上 か つ 要 支 援 1 以
上で生活保護世帯または高齢
者世帯に属する人

助成額
・給付券を月 6 枚交付
・市民税非課税世帯で 65 歳
以上かつ要介護 4 以上の人は
給付券を月 12 枚交付

（給付券：1 枚 500 円分）

外出支援サービス事業

自家用車の運転や公的交通機
関の利用が困難な人に、医療
機関等への送迎費用を助成し
ます。

おおむね 65 歳以上で次の要
件をすべて満たす人

・要支援 2 以上または身体的
理由により公的交通機関を利
用することが困難な人

・市民税非課税世帯または市
県民税均等割りのみ課税世帯

（年額 5,000 円）に属する人

助成額
・タクシー券（1 枚 500 円分）
を 年 24 枚 ～ 36 枚 交 付（ 年
度途中の申請は月割り）

緊急通報体制等整備事
業

急病等の緊急時に迅速な対応
を図るため、緊急通報装置を
貸与します。

・おおむね 65 歳以上の単身
者、高齢者・身体障害者のみ
の世帯に属する人

・日中、1 人になる高齢者・
身体障害者

利用料（月額）
・市民税課税世帯…500 円
・市民税非課税世帯…無料

軽度生活支援事業
（生活援助）

ホームヘルパーを派遣します。
・食材、日用品等の買物
・家屋内の整理整頓、掃除
・その他

おおむね 65 歳以上の高齢者
のみの世帯で日常生活に援助
を必要とする世帯（要介護認
定の人を除く）

利用料
・30 分当たり…100 円

（原則週 1 回）

生きがい活動支援通所事
業

生きがい活動と社会参加を促
進するため、日常動作訓練、
趣味活動、交流、憩い、昼食、
入浴等のサービスを提供しま
す。

・おおむね 65 歳以上で、単
身の世帯、日中一人になる人、
閉じこもりがちな人（要介護
認定の人およびこれに準ずる
人を除く）

・介助なしに送迎バスの乗降、
入浴等ができる人

利用料（1 回当たり）
・市民税課税世帯…750 円
・市民税非課税世帯…450 円

食の自立支援事業
（配食サービス）

栄養バランスのとれた昼食
弁当を提供し ( 週 2 回以内 )､
配達時に利用者の安否確認を
行います。

65 歳以上の単身者、高齢者
のみの世帯およびこれらに属
する高齢者・身体障害者で、
自立支援の観点から配食サー
ビスが必要な人

利用料（1 食当たり）
・市民税課税世帯…300 円
・市民税非課税世帯…200 円

普及啓発型筋力向上
トレーニング事業
（若返りトレーニング教
室）

転倒骨折や運動機能の低下防
止のため、高齢者向けのト
レーニング機器を使用し、運
動機能の向上を図ります。

65 歳以上の人 利用料（月額）
・参加コース及び送迎バス利
用 の 有 無 に よ り 1,000 円 ～
5,000 円

・スポーツ保険料、教材費等
は実費負担

ご近所の高齢者をみんなで温かく見守りましょう。

例えば次のようなサインはありませんか？

・郵便物や新聞が溜まって、いつも電気がついていない

・何回も同じ話をするようになった　・見慣れない人が出入りしている

「ちょっと様子が違うな」と感じたときはお気軽にご相談・お知らせください。

お知らせいただいた人の情報は固く守られます。

問介護福祉室☎７９２ー９７５５、地域包括支援センター☎７９２ー９７６０

※その他、お近くの在宅介護支援センター、民生委員まで。

９月は「新潟県高齢者見守り強化月間」です

◦
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
本
人

や
家
族
を
温
か
く
見
守
り
、
支
援
す
る
応
援

者
を
養
成
す
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
自
治
会
や
職

場
で
受
講
を
希
望
す
る
場
合
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
７
９
２
・
９
７
６
０
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
「
高
齢
者
が
道
に
迷
っ
て
戻
れ
な
い
」「
高

齢
者
を
保
護
し
た
が
、
ど
ち
ら
に
連
絡
し
て

よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
の
事
例
が
聞
か

れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
、
家
族
の
精
神

的
・
身
体
的
な
負
担
の
軽
減
を
図
り,

高
齢

者
の
事
故
の
未
然
防
止
を
目
的
に
、「
ス
テ
ッ

カ
ー
」
の
配
付
を
始
め
ま
し
た
。

　

市
で
は
高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
、
高
齢
者
支
援
の
各
種
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
や
家
族
が
抱
え
る
心
配
を
安
心
に
代
え
、
元
気

に
過
ご
せ
る
よ
う
各
サ
ー
ビ
ス
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

認
知
症
の
人
を
含
む
高
齢
者
に
や
さ
し
い
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す

　高齢者が行方不明になった場合、警
察官、消防団等が捜索するのに役立ち
ます。また、高齢者が保護された場合
に、早急にご家族に連絡ができます。
配付を希望される場合は、担当のケア
マネジャーまたは地域包括支援セン
ターへご相談ください。

靴や持ち物
に貼ってく
ださい



「みんなで守る魚沼の自然」をテーマに環境フェア
を開催します。

◦先着 200 名様に来場者プレゼントがあります。

◦今年もやります、「おもちゃ病院」

　おもちゃドクターが診察（修理）します。

◦その他、小学生による環境保全活動に関する事例

発表や、市内各小学校 5 年生が作成した尾瀬学習

成果の展示、エコドライブシミュレーターの体験な

どもりだくさんです。

「～食まち うおぬま 秋の陣２０１６～ 四季の潤い里山まつり」

「環境フェア」を開催します！＆

問　健康増進室　☎７９２－９７６３

楽
し
い
ブ
ー
ス
が

た
く
さ
ん
あ
る
よ
。

み
ん
な
で
イ
ベ
ン
ト
へ

行
こ
う
！

◦クイズで当てて食べよう！雪室貯蔵のＳＳ米のぬ

か釜炊きごはんと魚沼の旬の逸品（かぐら南蛮みそ、

やたら漬け、とんび舞茸のみそ漬け、なめこのきん

ぴら）

◦魚沼産コシヒカリや市内宿泊補助券など豪華賞品

が当たる！最近話題の特Ａ米きき米コンテスト！

秋の陣の
テーマは

米
き
の
こ

郷土料理「けんさん焼き」と里
山の恵み「きのこ汁」を無料で
ふるまいます！
各６００食限定！

魚沼の食発見ブース

　新米コシヒカリの　
　　けんさん焼きは最高

具だくさんのきのこ汁

　　　はおいしいよ～

ステージイベントでは、魚沼のご当地

ヒーロー「ウオヌマンショー」や地蔵

音楽団による演奏などが行われます。

環境フェア

魚

沼
市エコマーク
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同時開催

熟
練
さ
れ
た
職
人
の
丁
寧
な
診
察
で

お
も
ち
ゃ
が
再
生
し
ま
す
！

日 １０月８日（土）９：３０～１５：００
場       響きの森公園・小出郷文化会館

※臨時駐車場（新生電気駐車場・旧パチンコＵＳＡ
駐車場・小出中学校駐車場）と小出駅から会場まで
の巡回シャトルバスを運行！（９時からイベント終
了まで）
※最後は豪華景品が当たる「大抽選会」を開催
　～魚沼産コシヒカリ１年分が当たる～

防災ブース

里山ブース

◦ちびっ子に大好評！「カンナくずプール」

◦魚沼杉で作る本立てなどの「工作体験」

◦伊米ケ埼小学校児童による森に関する「学習発表」

◦山菜、きのこ、木炭、木工品などの「展示販売」

◦小出食品衛生協会「きのこ講習会」（同時開催）

◦魚沼交流ネットワーク「植樹イベント」（同時開催）

◦魚沼市消費者協会「フリーマーケット」（同時開催）

◦災害時に役立つパッククッキングの紹介

◦非常食の展示、使用方法の紹介、試食

◦ブースに来てくれた人に「ウオヌマンカード」を

　プレゼント！

～魚沼の　山を活かそう　人をつなげて～

魚沼市では、食をテーマに健康づくり
や食育、地域活性化や農業振興を結び
つけ市全体を元気にする「食でつなが
る元気なまちづくり（通称：食まちう
おぬま）」を推進しています。

　毎年開催している里山まつりに、今年は「食まち 

うおぬま」も一緒になり、「～食まち うおぬま 秋の

陣２０１６～四季の潤い里山まつり」と題して、「環

境フェア」と同時にイベントを開催します！

　ふるさと魚沼の自然が生み出す豊富な恵みと先人

への恩に感謝し、その恵みを発信するイベントです。

食育ブース

◦食育ゲーム「はしを使って豆運び」（参加費無料）　

◦笹だんご作り教室（参加費無料）

　作った笹だんごはお土産にどうぞ

　※午前・午後各４０名限定

　（要申込、申 健康増進室  ☎７９２－９７６３）

◦減塩メニューの試食コーナー

うまいものブース

◦魚沼市内の飲食店が出店！

　魚沼産コシヒカリのおにぎり、きのこ汁、もつ焼き

　もつ煮、クレープなどおいしいものがいっぱい！

　学校給食調理員の出店もあるよ♪

◦魚沼ブランド推奨品コーナー

◦本高砂屋「きんつば」づくり実演
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問　

北
部
振
興
事
務
所　

　
　
　

☎
７
９
７
・
２
３
６
０

　十日町市に本社を置く㈱新潟プレシジョンでは、こ

の度、湯之谷工場（魚沼市吉田）隣にテクニカルセン

ターを建設しました。星部長に建設に至った思いなど

を伺いました。

〇平成 9 年度　湯之谷工場 ( 魚沼市吉田 ) 建設

　当社は、平成 8 年に新潟プレシジョン㈲として設

立し、精密部品、セラミック部品、精密治工具、自動

機の設計や製作などを行っています。平成 9 年度には、

湯之谷工場を建設しました。同工場では切削加工や研

削加工を行い、本社工場では電気加工などを行った後

に製品として出荷されていきます。

〇１０年先の将来を見据えた技術開発の拠点

　テクニカルセンターは、工場としての意味合い以上に、

研究拠点として位置付けているそうです。その背景には、「魚

沼から新技術を発信していきたい」という会社設立からの

一貫した思いがあります。新製品や新技術の開発を行う一

方で、将来的には未来を担う子どもたちへのものづくり教育

の場としての活用も検討されているそうです。今年は市内

在住の 3 人を新規雇用し、そのうち２人がこの湯之谷工場・

テクニカルセンターで働いているとのことで、「地域の企業

として、地域の雇用を支えていきたい。子どもたちに対して

は夢と希望を持って、何事にも一生懸命に努力し挑戦して

もらいたい」との強い思いを話していただきました。

ＵＵ

ス  マ ルイ
商工 地域

の元
気は

　商工業の笑顔から

－ 買い物は地域内で　賑わいあるまちづくり ー

№
131
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最
近
、
自
分
が
子
ど
も
の
頃
に
参
加
し
た

地
域
行
事
を
思
い
出
す
機
会
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
特
に
天
神
講
と
呼
ば
れ
る
行
事
が
好

き
で
し
た
。
集
落
の
公
会
堂
に
親
子
が
集
ま

り
、
子
ど
も
達
だ
け
で
２
㎞
く
ら
い
離
れ
た
神

社
に
お
参
り
に
行
き
ま
す
。
そ
れ
か
ら
公
会
堂

に
戻
っ
て
、
用
意
さ
れ
た
カ
レ
ー
と
デ
ザ
ー
ト

を
食
べ
、
ト
ラ
ン
プ
な
ど
を
し
て
遊
ぶ
と
い
う
、

私
に
と
っ
て
は
と
て
も
楽
し
い
一
日
で
し
た
。　
　

　

魚
沼
に
来
て
か
ら
様
々
な
地
域
行
事
を
体

験
し
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
行
事
に
意
味
が
あ
る

と
知
っ
て
い
く
中
で
、
天
神
講
に
は
ど
ん
な
意

味
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
調
べ
て
み
る
と
「
学

問
の
神
様
で
あ
る
菅
原
道
真
公
の
命
日
を
お

偲
び
す
る
の
が
『
天
神
講
』
で
す
」
…
三
十
数

No.16

問　商工振興室　☎７９２－９７５３

　

だ
ま
さ
れ
た
こ
と
に
気
づ
き
に
く
い
。

　

悪
質
業
者
は
優
し
い
言
葉
で
近
寄
っ
て
き

て
、
高
齢
者
の
話
し
相
手
に
な
っ
て
く
れ
ま
す
。

親
し
く
な
っ
た
販
売
員
を
慕
っ
て
高
額
な
契
約

を
さ
せ
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■ 7 月の相談件数
　　　　…１２８件
　・電話　　６７件
　・来庁　　３８件
　・その他　２３件
{

 
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
２
・
８
８
４
４

№
74

小
出
庁
舎
１
階
・
月
～
金
（
祝
日
除
く
）

８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分
（
予
約
不
要
・
時
間
指
定
可
）

ひ

と
りで悩

ま
な
い

で

地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信

地
域
を
変
え
る
新
し
い
力

家
族
や
地
域
で
の
「
見
守
り
・
気
づ
き
」
が

高
齢
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぎ
ま
す

◦
見
慣
れ
な
い
人
物
が
出
入
り
し
て
い
る
。

　

高
齢
者
に
近
づ
き
、
親
切
を
装
っ
て
商
品

を
売
り
つ
け
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◦
健
康
食
品
を
勧
め
る
電
話
が
し
つ
こ
く
か

か
っ
て
き
て
い
る
。

　

き
っ
ぱ
り
断
り
、
す
ぐ
に
電
話
を
切
る
よ

う
に
助
言
し
ま
し
ょ
う
。

◦
未
開
封
の
段
ボ
ー
ル
や
新
し
い
商
品
で

い
っ
ぱ
い
。

　

訪
問
販
売
に
よ
る
「
次
々
商
法
」
の
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

◦
お
金
に
困
っ
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
る
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
見
慣
れ
な
い
金
融
会
社
か
ら

の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
等
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

被
害
に
あ
っ
て
も
誰
に
も
相
談
し
な
い
。

　

被
害
に
あ
っ
た
こ
と
を
恥
ず
か
し
く
思
い
、

迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
、
だ
ま
さ
れ
た
自
分

が
悪
い
と
自
ら
を
責
め
る
人
も
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
く
い
と
め

る
に
は
、
身
近
な
人
々
が
変
化
に
気
づ
き
、

相
談
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
重
要
で
す
。
次
の
よ

う
な
様
子
が
見
ら
れ
た
ら
、
高
齢
者
本
人
に

事
実
を
確
認
し
、
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

高齢者を狙う消費者トラブル

「見守り力」でなくそう！

トラブル

特徴

２

トラブル

特徴

１

年
間
生
き
て
き
て
、
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
親

と
し
て
は
、
子
ど
も
達
の
健
や
か
な
成
長
や
学

業
成
就
な
ど
を
願
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
が
、

親
の
心
子
知
ら
ず
で
す
。

　

今
年
に
入
り
、
横
根
で
久
し
く
途
絶
え
て

い
た
地
域
行
事
の
一
つ
で
あ
る
「
菖し
ょ
う
ぶ蒲

た
た
き
」

を
再
開
し
ま
し
た
。
昨
年
小
平
尾
の
菖
蒲
た

た
き
に
参
加
し
、
子
ど
も
達
が
集
落
内
を
ま
わ

り
住
民
の
人
と
触
れ
合
う
こ
と
が
と
て
も
魅
力

的
に
感
じ
、
ぜ
ひ
横
根
で
も
や
り
た
い
と
考
え

た
か
ら
で
す
。
当
日
は
、
以
前
の
菖
蒲
た
た
き

の
様
子
を
集
落
の
人
に
聞
き
つ
つ
、
子
ど
も
達

と
お
母
さ
ん
や
集
落
の
人
、
首
都
大
学
東
京

の
学
生
さ
ん
で
集
落
を
練
り
歩
き
、
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
と
集
落
の
無
病
息
災
を
願
う

行
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
し
た
子
ど
も
達
が
、「
菖
蒲
た
た

き
」
の
意
味
を
ど
こ
ま
で
理
解
し
て
い
る
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
楽
し
か
っ
た
行
事
は
大

人
に
な
っ
て
か
ら
も
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
私
の
子
ど
も
の
頃
の
記
憶
は
、大
人
に
な
っ

て
か
ら
様
々
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま

す
。
同
じ
よ
う
に
、
横
根
の
子
ど
も
達
が
大
人

に
な
っ
た
時
、
楽
し
か
っ
た
子
ど
も
の
頃
の
記

憶
が
、
生
き
て
い
く
中
で
ヒ
ン
ト
に
な
っ
て
く

れ
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

この思い出を  いつ
の日か

島田  久美子 隊員（横根地区）

次
は
大
白
川
地
区
担
当
の
井
上
円
花
隊
員
で
す
。

　

健康　うおぬま №
86

け医や相談機関に話をしてみることをお薦めします。

　また、周りの家族や近所の人、友達が「いつもと違う

な」と感じたら「元気がないけど、何かあった？」等声

をかけ、話をききましょう。

○魚沼市の現状

　新潟県は自殺で亡くなる方の割合が全国でも高い県

です。ここ１０年の状況をまとめると、魚沼市は県内

でも 3 番目に自殺が多い地域です。

〇魚沼市の特徴

　年齢的には男性が４０～５０代、女性が７０～８０

代が多く、季節的には春先や雪降り前に多いです。

○高齢者のこころの健康が心配です

　自殺で亡くなる人のなかで、高齢の方が多いことか

ら、高齢者のこころの健康状態が気がかりです。

　【眠れない・食べられない・そわそわして落ち着き

がない】などの症状に心当たりがある時は、かかりつ

問　健康増進室　☎７９２－９７６３
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相談窓口 電話番号
魚沼市健康増進室 ☎ 025-792-9763
魚沼保健所 ☎ 025-792-8614
中越地域いのちとこころの支援センター ☎ 0258-88-0070
新潟県こころの相談ダイヤル ☎ 0570-783-025

大切な一人ひとりの命を守るために

～話しませんか　あなたの悩み　こころの声を～

たった一人のあなたです
たった一つの命です

毎年９月１０日から１６日までは「自殺予防週間」

魚沼市の自殺者の年代別人数（Ｈ 17 ～Ｈ 26）

魚沼発の新技術の発信拠点を目指して
㈱新潟プレシジョン  製造部長  星  輝彦  さん

機械要素技術展

（M-Tech）での製品展示

湯之谷工場脇に

テクニカルセンターを建設

７月１７日に結婚し、苗字が「大野」から

「島田」に変わりました。
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　平成２７年より広神地域米沢・山田・山田下・新保

の４つの自治会代表者等で検討を行い、地域の有志に

より準備を進めてきたみどりコミュニティが設立しまし

た。地域に根差した仲間づくりを通じて、地域課題の

解決や次世代に向けた地域づくりを目指していきます。

明日へつなげる「みどりの輪」
ー ７. ２４　みどりコミュニティ設立総会

小
出

威
勢
の
い
い
神
輿
の
か
け
声
と
、
お
囃
子
の
音
色
が
響
い
た

３
日
間
。
熱
気
に
包
ま
れ
た
小
出
ま
つ
り
は
、
今
年
も
賑
わ

い
を
見
せ
ま
し
た
。

ま
つ
り　

（
８
月

２５
日
～

２７
日
）

うおぬまフォトスケッチ

　市内中学校等の代表１３人が、日ごろの思いを心に込

め発表を行いました。最優秀賞は、「伝統の灯火を絶や

さない」と題した湯之谷中学校３年遠藤亮祐さんの主張。

遠藤さんは魚沼地区代表として、９月１８日（日）に長

岡リリックホールで開催される新潟県大会に出場します。

中学生が心を込めた発表を
ー ８. ２４　わたしの主張  魚沼地区大会

①神輿の威勢のいい声が町内に響く②よさこ

いソーランがまつりに花を添える③マイナ

ちゃん登場に子どもたちは大喜び④⑤まつり

を締めくくる「魚沼大みこし」で会場は一つ

に⑥「小出小唄」に本町交差点は盛り上がる

⑦稚児行列でのつぶらな瞳

１

2

3

4 5

6 7

　堀之内商店街を歩行者天国にしてビアガーデン「One 

Night Summer 堀 Day!」が開催されました。オープニン

グセレモニーの後には、地元 JAZZ バンドの生演奏や各

店自慢の料理と共に生ビールで乾杯！家族連れなど約

１，０００人が楽しいひと時を過ごしていました。

堀之内商店街がビアガーデンに
ー ７. ３０　One Night Summer 堀 day ！

　第１３回目となった枝折峠ヒルクライムが開催されまし

た。大湯温泉から枝折峠頂上をゴールとする全長１４km・

標高差７５０m の険しい登り坂に、県内外から４８２人

のヒルクライマーが出場しました。今年の男子チャンピオ

ンクラスの優勝者タイムは３６分３７秒でした！！

枝折峠の頂上目指して
ー ８. ７　枝折峠ヒルクライム in うおぬま
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く
　
ら
　
し

交通安全家庭の日　　日９月１０日　雨で濡れた路面では、乾燥した路面の２倍以上の車間距離が
必要です。適切な車間距離を保ち、交通事故を防ぎましょう。

◆◆
乗
合
タ
ク
シ
ー
「
小
出
ま

ち
な
か
循
環
線
」　

時
刻

表
変
更
の
お
知
ら
せ

　

１０
便
運
行
し
て
い
る
「
小
出
ま

ち
な
か
循
環
線
」の
内
、「
偶
数
便
」

は
逆
回
り
の
経
路
で
運
行
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

※
奇
数
便
は
今
ま
で
ど
お
り
の
経

路
で
運
行
し
ま
す

◦
変
更
す
る
日

日
１０
月
３
日
㈪
か
ら

他
新
し
い
時
刻
表
は
市
報
う
お
ぬ

ま
９
月
２５
日
号
に
折
り
込
み
ま
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
室

☎
７
９
２
・
９
７
５
２

◆◆
９
月
１０
日
は　
　
　
　
　

　
「
下
水
道
の
日
」
で
す

　

こ
れ
を
機
に
下
水
道
の
事
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
下
水
道
使
用
の
お
願
い

①
天
ぷ
ら
油
な
ど
、
油
脂
類
を
流

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
つ
ま
る
原

因
に
な
り
ま
す
。

②
台
所
、
浴
室
な
ど
の
排
水
口
に

は
、
ゴ
ミ
な
ど
が
流
れ
込
ま
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
公
共
桝
や
点
検
口
に
雪
や
雨
水

を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

④
ト
イ
レ
に
は
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
以
外
は
流
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
通
常
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
、
紙
お
む
つ
や
包
帯
等

の
水
に
溶
け
な
い
も
の
を
流
す

と
、
ポ
ン
プ
施
設
等
の
故
障
原
因

に
な
り
ま
す
。

⑤
排
水
管
に
は
土
砂
、セ
メ
ン
ト
、

木
片
、廃
油
な
ど
の
廃
棄
物
等（
有

害
、
有
毒
、
危
険
物
）
を
捨
て
な

い
で
く
だ
さ
い
。　

⑥
グ
リ
ー
ス
・
ト
ラ
ッ
プ
を
お
使

い
の
人
は
、
定
期
的
な
掃
除
を
お

願
い
し
ま
す
。
掃
除
が
さ
れ
な
い

と
、
排
水
管
内
で
油
が
固
ま
り
、

詰
ま
り
ま
す
。

◆◆
野
焼
き
は
原
則
禁
止
で
す

「
稲
わ
ら
・
も
み
殻
」
は

す
き
込
み
を
！

　

野
焼
き
は
有
害
物
質
を
発
生
さ

せ
る
場
合
が
あ
り
、
廃
棄
物
処
理

法
に
よ
り
一
部
の
例
外
を
除
き
原

則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得

な
い
も
の
や
た
き
火
な
ど
、
例
外

と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で

あ
っ
て
も
、
煙
や
臭
い
な
ど
に
よ

り
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
る
場
合
は
、
指
導
を
行
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

稲
わ
ら
や
も
み
殻
は
貴
重
な
有

機
質
資
源
で
す
。
焼
却
は
や
め
て

安
心
・
安
全

◆◆
宅
地
内
で
工
事
を
予
定
さ

れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

◎
土
中
の
ガ
ス
管
に
ご
注
意
を

内
家
屋
解
体
や
、
井
戸
工
事
、
造

園
工
事
な
ど
で
、
宅
地
内
に
埋
設

さ
れ
て
い
る
ガ
ス
管
が
損
傷
を
受

け
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ガ
ス
管
が
損
傷
を
受
け
、
ガ
ス

が
漏
れ
る
と
、
着
火
事
故
や
、
供

給
不
良
な
ど
、
重
大
な
事
故
に
つ

◆◆
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

◎
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
夕
暮
れ
は
早
め
の
ラ
イ
ト
と
反

射
材
」

期
９
月
２１
日
㈬
～
９
月

３０
日
㈮

・
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

日
９
月

３０
日
㈮

内
夕
暮
れ
の
早
ま
り
と
秋
の
行
楽

期
が
重
な
り
、
交
通
事
故
の
多
発

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル

の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の

実
践
に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
の

徹
底
を
図
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

歩
行
者
の
道
路
横
断
中
の
交
通
事

◆◆
大
型
不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
仲
介

日
９
月

１８
日
㈰

１３
時
～

１５
時　

場
リ
サ
イ
ク
ル
ハ
ウ
ス
（
エ
コ
プ

ラ
ン
ト
隣
）

内
大
型
不
用
品
（
通
常
大
型
ご
み

処
理
券
を
貼
る
も
の
）
の
リ
サ
イ

ク
ル
の
仲
介
（
受
入
・
販
売
）

◦
取
り
扱
い
品
︙
家
具
類
、
ベ
ビ

ー
用
品
、
自
転
車
な
ど
大
型
不
用

品
（
壊
れ
て
い
る
物
の
受
け
入
れ

や
家
電
製
品
、
衣
類
、
食
品
、
日

用
雑
貨
等
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。）

他
個
人
で
の
不
用
品
の
搬
入
・
搬

出
は

１３
時
～

１５
時

※
買
取
り
の
な
か
っ
た
品
物
は
、

後
日
、
お
引
取
り
い
た
だ
き
ま
す

※
自
転
車
を
買
い
た
い
人
が
い
ま

す
。不
用
の
自
転
車
が
あ
る
人
は
、

ぜ
ひ
お
持
ち
く
だ
さ
い

問
魚
沼
市
消
費
者
協
会
事
務
局

（
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
７
９
２
・
８
８
４
４

秋
す
き
込
み
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
有
機
セ
ン
タ
ー
で
は
、

良
質
な
堆
肥
を
製
造
す
る
た
め

に
、
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
作
付

け
が
あ
る
人
の
う
ち
希
望
者
（
新

規
は
除
く
）
に
つ
い
て
、
も
み
殻

の
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
環
境
対
策
室

☎
７
９
２
・
９
７
６
６

有
機
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
４
・
６
６
８
８

※
「
グ
リ
ー
ス
・
ト
ラ
ッ
プ
」
と

は
、
食
品
油
と
食
品
ご
み
を
下
水

道
に
排
水
し
な
い
た
め
に
、
分
け

る
装
置
で
す
。

問
ガ
ス
水
道
局
業
務
課

☎
７
９
２
・
１
１
１
８

７月分ごみ量
問廃棄物対策室☎７９２・３０５５

種別 H28 H27 増減 ◦単位：トン
　（１トン未満四捨五入）
　燃やせるごみの中に、リサイクルで
きる資源ごみ（容器包装プラスチック
類※、新聞紙、雑誌、段ボール等）が
混ざっていませんか？混ぜればごみで
すが、分ければ資源になることがあり
ます。今後ともごみの分別、減量にご
協力をお願いします。
※すすいで汚れを落としてください。

可燃ごみ 1,024 1,052 -28
不燃ごみ 48 53 -5
大型ごみ 53 56 -3
容器包装 15 14 1

古紙類 77 85 -8
合　計 1,217 1,260 -43

◆◆
ク
マ
に
ご
注
意
を
！

　

全
国
で
ク
マ
に
襲
わ
れ
る
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

ク
マ
の
エ
サ
と
な
る
木
の
実
が
不

作
で
あ
り
、
ク
マ
が
人
里
近
く
に

出
没
す
る
可
能
性
が
高
い
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
山
林
等
へ
出
か

け
る
際
は
、
必
ず
鈴
等
の
音
の
で

る
も
の
を
身
に
つ
け
ク
マ
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
対
策
室　

☎
７
９
２
・
９
７
６
６

◆◆
農
作
物
被
害
防
止
の
カ
ラ

ス
駆
除
（
広
神
地
域
）

　

カ
ラ
ス
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被

害
防
止
の
た
め
、
銃
器
等
を
使
用

し
た
カ
ラ
ス
駆
除
を
行
い
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

期
９
月

１８
日
㈰
～

１１
月

１７
日
㈭

場
広
神
地
域
の
一
部

問
農
政
室

☎
７
９
９
・
３
４
８
５

◆◆
古
い
「
低
圧
進
相
コ
ン
デ

ン
サ
」
に
ご
注
意
を
！

　

昭
和

５０
年
（
１
９
７
５
年
）
以

前
に
製
造
さ
れ
た
「
低
圧
（
２
０
０

Ｖ
～
６
０
０
Ｖ
）
進
相
コ
ン
デ
ン

サ
」
は
、
保
安
装
置
が
内
蔵
さ
れ

お
ら
ず
経
年
劣
化
に
よ
り
、
発
火

し
火
災
に
至
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

農
作
業
所
の
籾
乾
燥
機
の
コ
ン

デ
ン
サ
か
ら
出
火
し
た
事
例
も
あ

り
ま
す
。
早
め
に
確
認
し
、
対
応

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
保
安

装
置
内
蔵
の
コ
ン
デ
ン
サ
で
も
、

使
用
環
境
等
に
よ
り
危
険
な
場
合

が
あ
る
の
で
、
定
期
的
な
点
検
等

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
消
防
本
部
予
防
課

☎
７
９
２
・
７
１
６
８

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
ゆ
と
り

と
思
い
や
り
を
持
っ
た
運
転
を
心

掛
け
、
歩
行
者
を
交
通
事
故
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う
。

◎
運
動
の
重
点

・
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
、

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
歩
行
者
の
保
護
（
県
重
点
）

問
ま
ち
づ
く
り
室

☎
７
９
２
・
９
７
５
２

魚
沼
市
交
通
安
全
協
会

☎
７
９
２
・
５
２
７
５

健
康
・
福
祉

な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
工
事

を
行
う
際
は
、
必
ず
事
前
に
埋
設

物
の
確
認
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、ガ
ス
臭
い
と
感
じ
た
ら
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
ガ
ス
水
道
局
業
務
課

☎
７
９
２
・
１
１
１
８

◆◆
屋
内
体
育
施
設
の　
　
　

　
　

利
用
調
整
会
議

　

１１
月
１
日
㈫
～
４
月

３０
日
㈰
の

屋
内
体
育
施
設
の
「
夜
間
利
用
」

に
つ
い
て
、
利
用
調
整
会
議
を
開

催
し
ま
す
。
定
期
的
な
利
用
を
希

望
す
る
団
体
は
出
席
く
だ
さ
い
。

日
９
月
２１
日
㈬

１９
時
か
ら

※
受
付
：

１８
時

３０
分
か
ら

場
堀
之
内
公
民
館

内
堀
之
内
・
小
出
・
湯
之
谷
・
広

神
・
守
門
地
域
の
調
整
を
地
域
ご

と
に
行
い
ま
す
。

他
入
広
瀬
地
域
は
混
雑
が
み
ら
れ

な
い
た
め
調
整
し
ま
せ
ん
。

問
生
涯
学
習
課

☎
７
９
４
・
６
０
７
３

ス
ポ
ー
ツ

◆◆
献
血
（
全
血
）
実
施

日
９
月

２８
日
㈬

①
消
防
本
部

・
１０
時
～

１２
時

３０
分

②
小
出
公
民
館

・
１４
時

３０
分
～

１６
時

内
献
血
種
別
全
血
（
４
０
０
ｍｌ
）

持
献
血
カ
ー
ド

申
健
康
増
進
室

☎
７
９
２
・
９
７
６
３

お気軽にご利用ください。　問健康増進室☎７９２・９７６３

フリーダイヤル（24 時間年中無休、通話料・相談料無料）
０１２０－６５６－６８０

うおぬま健康ダイヤル２４

健康相談
医療機関情報

育児相談 医療情報
介護相談



information お知らせ版

食育の日　日９月１９日　就寝２～３時間前には夕食を終えるようにしましょう。寝る前の不必要
な食事を控えると、次の日の朝食が美味しくなり、減量にも効果的です。

■小出地域文化祭

日１０月２８日㈮～３０日㈰
９時～１７時（最終日は１５時まで）
場小出郷体育館
〆１０月１０日㈷㈪
申所定の申込書を事務局へ提出
◦作品搬入…１０月２７日㈭１３時～
１７時

■湯之谷地域文化祭

日１０月２９日㈯～１０月３０日㈰
９時～１８時（最終日は１７時まで）
◦茶席…１０時～１５時
場地域振興センター
〆９月３０日㈮
申所定の申込書を事務局へ提出
◦作品搬入…１０月２７日㈭１３時
３０分～１８時

■広神地域文化祭

日１０月２９日㈯～１０月３０日㈰
９時～１７時（最終日は１５時まで）
◦茶席…１０月２９日㈯１０時～１５
時、１０月３０日㈰１０時～１４時
場広神体育センター
〆１０月１０日㈷㈪
申所定の申込書を広神コミュニティセ
ンターへ提出
◦作品搬入…１０月２８日㈮１４時か
ら（展示の作業にご協力ください）
他要項等は広神コミュニティセンター
にあります。

■守門地域文化祭

日１０月２９日㈯～１０月３０日㈰
９時～１７時（最終日は１５時まで）
◦茶席…１０月３０日㈰９時～１４時
３０分
場須原第一体育館
〆文芸の俳句は１０月７日㈮、文芸以
外は１０月１４日㈮
申所定の申込書を守門公民館へ提出
◦作品搬入…１０月２８日㈮９時から

（会場設営、作品搬入、展示の作業に
ご協力ください）
他要項等は守門公民館にもあります。

■入広瀬地域文化祭

日１０月２９日㈯～１０月３０日㈰
９時～１７時（最終日は１２時まで）
場入広瀬スポーツセンター
〆９月３０日㈮
申所定の申込用紙を記入のうえ、お近
くの実行委員、入広瀬公民館まで
◦作品搬入…１０月２８日㈮９時～１３時
他要項等は北部振興事務所入広瀬分室
にもあります。

■各地域共通事項

￥高校生以下と文化協会会員は無料、
それ以外の人は一人２００円
他くわしくは小出郷文化会館にある開
催要項をご覧ください。

文化祭作品募集 問小出郷文化会館（文化協会事務局）

☎７９２・８８１１

■堀之内地域文化祭

日１０月２８日㈮～３０日㈰
９時～１７時（最終日は１５時まで）
場堀之内体育館アリーナ
申出品受付は堀之内公民館にて１０月
２２日㈯・２３日㈰の９時～１７時に
申込書を作品とともに提出
他要項等は堀之内公民館にもあります。

子
　
ど
　
も

◆◆
井
口
小
学
校
建
設
事
業

　

平
成

２９
年
４
月
の
開
校
に
向
け

て
、
昨
年
着
手
し
た
建
設
工
事
も

順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
の
移
転
改
築
に
伴
い
、
教

育
委
員
会
で
は
、
移
転
後
の
学
校

名
を
湯
之
谷
地
域
の
ア
ン
ケ
ー
ト

投
票
結
果
等
を
参
考
に
し
て
「
湯

之
谷
小
学
校
」に
決
定
し
ま
し
た
。

　

現
在
、湯
之
谷
地
域
の
自
治
会
、

井
口
小
学
校
保
護
者
等
を
中
心
と

◆
湯
之
谷
小
学
校
完
成
図

し
た
実
行
委
員
会
に
よ
り
、「
校

歌
」、「
校
章
」
の
検
討
や
「
記
念

式
典
」
な
ど
新
校
舎
移
転
に
向
け

た
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
学
校
教
育
課

☎
７
９
４
・
６
０
７
２

◆
建
設
工
事
の
様
子

（平成２９年４月開校予定）
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禁煙の日　日９月２２日　毎月２２日は、シンボルマークの２羽の白鳥が寄り添う姿から「スワンスワンで
禁煙を！」をスローガンとしています。９月は健康増進普及月間！これを機にあなたも禁煙をはじめませんか？

生
涯
学
習
・
公
民
館

◆◆
ぷ
ち
♪
ト
ト
く
ら
ぶ
み
ん

な
で
ワ
イ
ワ
イ
さ
つ
ま
い

も
ほ
り
大
会

日
１０
月
４
日
㈫

１０
時
～
１１
時

３０
分

※
雨
天
時
：

１１
日
㈫
に
延
期

場
六
花
園
（
堀
之
内
２
１
９
７
番

地
１
）

内
い
も
ほ
り
（
指
定
袋
詰
め
放
題

お
持
ち
帰
り
方
式
）

◆◆
守
門
地
区
学
校
保
健
委
員

会
保
健
講
演
会

◎
み
ん
な
で
考
え
よ
う
生
活
習
慣

～
生
活
４
習
慣
の
定
着
こ
そ
、
学

力
向
上
の
決
め
手
～

日
９
月

１６
日
㈮

１３
時

４５
分
～

１５
時

場
守
門
中
学
校

演
生
活
習
慣
と
学
力
の
関
係

講

塙
は
な
わ

佐さ
と
し敏

さ
ん
（
新
潟
医
療
福

祉
大
学
）　

対
小
学
５
・
６
年
生
、
中
学
生
、

保
護
者

￥
無
料

問
守
門
中
学
校

☎
７
９
７
・
２
０
１
０

生
涯
学
習
課

☎
７
９
４
・
６
０
７
３

新エネルギー・バイオマス関連補助金

対象機器 補助金額 補助上限額 必要書類 申請期限

　・雪氷熱利用（雪冷房、雪室等） 設置経費の３分の１ １００万円

・申請書
・見積書
・カタログまたは
　仕様書

・位置図（住宅地図）
・配置図（設計図）

平成２８年
９月３０日

　・太陽光発電
設置経費の３分の１

または公称最大出力 (kw)
×５万円の低い方

１５万円 平成２９年
２月２８日

　・バイオマス熱利用
　　（薪ストーブ、ペレットストーブ等）

設置経費の３分の１

　・太陽熱利用

　・天然ガスコージェネレーション

　・燃料電池

　・温度差エネルギー
　　（河川・地下水熱、地中熱利用等）

【注意事項】
①一棟の建物に対し１台の申請をすること。なお、事前申請が必要です。
②５年以内で同様の市補助金を受けていないこと。
③申請年度内に設置工事及び費用支払いが完了すること。

問環境対策室☎７９２・９７６６

　今冬に向けて、ペレットストーブ、薪ストーブ等を設置しませんか。

　地球温暖化対策のため、ぜひご活用ください。

対
市
内
在
住
で
就
園
前
の
１
～
３

歳
児
と
そ
の
保
護
者

定
５０
人

￥
袋
一
枚
２
０
０
円

持
タ
オ
ル
、
雨
具
、
飲
み
物
、
汚

れ
て
も
良
い
服
装
、
軍
手
、
長
靴
、

着
替
え
、
虫
除
け
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、

園
芸
用
ス
コ
ッ
プ
、
そ
の
他
お
子

さ
ん
に
必
要
な
も
の

〆
９
月

３０
日
㈮

他
申
し
込
み
時
に
延
期
の
場
合
の

参
加
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
雨
天
時
の
実
施
の
有

無
は
、
当
日
８
時

３０
分
以
後
に
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
生
涯
学
習
課

☎
７
９
４
・
６
０
７
３

Ｍsyogaigakusyu@
city.uonu

m
a.niigata.jp

◆再生可能エネルギー普及促進事業（事前申請が必要です）

◆◆
精
神
保
健
福
祉
相
談
会

日
９
月

２７
日
㈫

１３
時

３０
分
～

１５
時

場
守
門
健
康
セ
ン
タ
ー

内
本
田
潤
先
生
（
ほ
ん
だ
病
院
）

に
よ
る
「
眠
れ
な
い
」、「
気
分
が

落
ち
込
む
」、「
ひ
き
こ
も
り
」、「
ア

ル
コ
ー
ル
」、「
物
忘
れ
」
等
の
個

別
相
談
会

※
精
神
科
に
通
院
中
の
人
は
主
治

医
の
了
解
が
必
要
で
す　

対
本
人
ま
た
は
家
族
定
３
人

￥
無
料
〆
９
月
２１
日
㈬

申
健
康
増
進
室

☎
７
９
２
・
９
７
６
３

QR コード
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申
問
入
広
瀬
公
民
館

☎
７
９
６
・
２
３
２
２

（
平
日
９
時
～

１６
時
）

◆❶
ふ
る
さ
と
を
歩
こ
う

　

普
段
歩
か
な
い
所
を
歩
き
、山
・

川
な
ど
自
然
い
っ
ぱ
い
の
ふ
る
さ

と
を
見
直
し
ま
す
。

日
１０
月
８
日
㈯
７
時

３０
分
～

１２
時

場
入
広
瀬
庁
舎
集
合

内
７
～
９
㎞
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
。
大
白
川
方
面
を
歩
き
ま
す
。

対
ど
な
た
で
も
定

１５
人
￥
無
料

持
飲
み
物
、
お
や
つ
、
雨
具
、
タ

オ
ル
等

〆
１０
月
３
日
㈪

◆❷
花
炭
を
作
ろ
う

　

簡
単
、
た
き
火
で
小
さ
な
炭
を

焼
い
て
み
よ
う
。

日
１０
月

１５
日
㈯
９
時
～

１２
時

場
越
後
ハ
ー
ブ
香
園
入
広
瀬

内
身
近
に
あ
る
植
物
や
木
の
実
で

花
炭
を
作
り
ま
す
。

対
ど
な
た
で
も

定
１０
人
￥
２
０
０
円

持
炭
に
す
る
材
料
（
木
の
実
、
割

り
箸
等
）、
空
き
缶
（
海
苔
や
カ

ツ
オ
節
が
入
っ
て
い
た
四
角
い
缶

や
丸
い
缶
）、
軍
手
、
持
ち
帰
り

催
　
　
　
し

◆◆
魚
沼
市
新
庁
舎
建
設
市
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

魚
沼
市
新
庁
舎
設
計
に
市
民
が

参
加
す
る
機
会
を
取
り
入
れ
る
た

め
、「
魚
沼
市
新
庁
舎
建
設
市
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」を
立
ち
上
げ
、

ま
ち
づ
く
り
、
福
祉
、
産
業
、
教

育
等
の
団
体
や
市
内
の
高
校
生
が

参
加
し
、
新
庁
舎
の
機
能
等
に
つ

い
て
協
議
・
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
公
開

で
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
傍
聴

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
９
月

２４
日
㈯

１３
時
か
ら

場
小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
管
財
室

☎
７
９
２
・
９
２
１
１　

◆◆
秋
の
ワ
イ
ワ
イ
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

日
１０
月
８
日
㈯
９
時

３０
分
～

１５
時

場
響
き
の
森
公
園
（
荒
天
中
止
）

※
食
ま
ち
う
お
ぬ
ま
秋
の
陣
里
山

ま
つ
り
会
場
で
開
催
し
ま
す

持
マ
イ
バ
ッ
グ
（
買
い
物
袋
は
用

意
し
て
い
ま
せ
ん
。）

◎
出
店
者
募
集　
　
　
　
　

◆◆
人
権
啓
発
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

が
伊
米
ヶ
崎
小
学
校
を
訪

問
し
ま
す

日
１０
月
５
日
㈬
１１
時

１０
分
～
１１
時
５５
分

場
伊
米
ヶ
崎
小
学
校

内
人
権
啓
発
キ
ャ
ラ
バ
ン
「
に
じ

ま
る
が
行
く
！
人
権
ハ
ー
ト
回
収

大
作
戦
」
と
称
し
て
人
権
擁
護
委

員
等
が
人
権
意
識
の
啓
発
活
動
を

行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
観
覧
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

対
ど
な
た
で
も

問
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
２
・
８
８
４
４

◆◆
う
お
ぬ
ま
超
劇
シ
リ
ー
ズ

２
０
１
６
「Dance◆

ダ
ン

ス◆

だ
ん
す
！
」
ダ
ン
ス
・

エ
ン
タ
ー
テ
ィ
メ
ン
ト

　

極
上
の
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
お
見
逃
し
な
く
。

日
９
月

２２
日
㈷
㈭

１７
時
か
ら

※
開
場
：

１６
時

３０
分

演
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ｎ
（
蛯
名
健
一
）、

中
澤
利
彦
、
地
元
ダ
ン
ス
グ
ル
ー

プ
（
サ
ー
ク
ル
団
体
ラ
ブ
ダ
ン
ス

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
、
ヴ
ァ
ア
ヒ
ラ
新

潟
）、中
澤
ダ
ン
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
受
講
生
（
９
月
２１
日
開
催
）

場
小
出
郷
文
化
会
館

￥
３
、０
０
０
円
（
高
校
生
以
下

２
、０
０
０
円
）　

※
全
席
指
定
・
当
日
各
５
０
０
円
増
・

◆◆
魚
沼
！
森
林
塾
～
そ
う

だ
！
森
へ
行
こ
う
～

　

こ
れ
か
ら
未
来
へ
羽
ば
た
く
若

者
の
皆
さ
ん
に
、
魚
沼
市
の
森
林

と
林
業
を
紹
介
す
る
体
験
ツ
ア
ー

を
企
画
し
ま
し
た
。

日
・
①

１０
月

１５
日
㈯
～

１６
日
㈰　

・
②

１０
月

２９
日
㈯
～

３０
日
㈰

※
い
ず
れ
も
８
時

３０
分
か
ら

場
市
役
所
広
神
庁
舎
※
集
合
後
、

市
内
の
体
験
場
所
へ
移
動

内
魚
沼
市
の
森
林
と
林
業
に
つ
い

て
座
学
お
よ
び
体
験
を
通
し
て
学

び
ま
す
。
く
わ
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
各
回
と
も
同
じ
内
容
で
す

対
・
魚
沼
市
出
身
の
高
校
生
、
専

門
学
生
、
短
大
生
、
大
学
生

・
魚
沼
市
内
の
高
校
在
学
生

・
３０
才
未
満
の
魚
沼
市
出
身
者

定
各
回
と
も
先
着
８
人

￥
無
料
（
１
泊
２
日
３
食
付
）

※
１
日
目
の
昼
食
の
み
準
備
し
て

く
だ
さ
い

〆
各
回
と
も
開
催
日
の
１
週
間
前

申
農
林
室　

☎
７
９
９
・
４
６
０
３

℻
７
９
９
・
２
２
５
０

◆◆「
地
域
の
カ
メ
ラ
マ
ン
」

写
真
展

　

守
門
地
域
の
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ

ラ
マ
ン
約

１０
人
の
作
品
約

２０
点
を
展

示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
御
覧
く
だ
さ
い
。

期
９
月

１２
日
㈪
～

１０
月

１７
日
㈪

・
月
～
土
曜
…
９
時
～

２２
時

・
日
曜
祝
日
…
９
時
～

１７
時

場
守
門
公
民
館

￥
無
料

問
守
門
公
民
館
（
守
門
庁
舎
内
）

☎
７
９
７
・
２
２
６
１

◆◆
馬
場
久
一
作
品
展

期
９
月
２
日
㈮
～
９
月

２９
日
㈭

・
月
～
土
曜
…
９
時

３０
分
～
２１
時

３０
分

・
日
曜
祝
日
…
９
時

３０
分
～
１６
時

３０
分

内
馬
場
久
一
さ
ん（
小
平
尾
在
住
）

作
成
、
ひ
ょ
う
た
ん
や
板
に
絵
を

描
い
た
作
品
の
展
示

場
広
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

￥
無
料

問
広
神
公
民
館

☎
７
９
９
・
３
２
２
７

◆◆
０
～
３
歳
向
け
だ
っ
こ
で

お
は
な
し
小
出

　

同
じ
年
頃
の
お
友
だ
ち
と
一
緒

に
手
遊
び
や
絵
本
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

日
９
月

２３
日
㈮

１０
時

３０
分
か
ら

場
小
出
郷
図
書
館

内
絵
本「
し
ゃ
っ
く
り
が
い
こ
つ
」

「
お
つ
き
さ
ま
な
に
み
て
る
」「
お

は
よ
う
あ
さ
ご
は
ん
」
な
ど
を
読

み
ま
す
。

対
入
園
前
の
乳
幼
児
と
保
護
者

問
小
出
郷
図
書
館

☎
７
９
２
・
０
３
３
７

◆◆
乳
幼
児
向
け
だ
っ
こ
で
お

は
な
し
広
神

日
９
月

１７
日
㈯

１０
時

３０
分
か
ら

場
広
神
図
書
館
和
室

内
絵
本
を
読
ん
だ
り
手
遊
び
し
た

り
、
子
ど
も
も
お
母
さ
ん
、
お
父

さ
ん
、
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ

ん
も
み
ん
な
一
緒
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
時
間
で
す
。

大
型
絵
本
「
ぴ
ょ
ー
ん
」
紙
芝
居

「
お
お
き
く
お
お
き
く
お
お
き
く

な
あ
れ
」
な
ど

問
広
神
図
書
館

☎
７
９
９
・
３
２
２
７

◆◆
赤
ち
ゃ
ん
に
は
じ
め
て
の
絵

本
を
９
月
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

◎
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぱ
ぴ
ぷ

日
９
月
２１
日
㈬

１３
時
～

１４
時

３０
分

◎
広
神
図
書
館
和
室

日
９
月

２４
日
㈯

１０
時
～

１１
時

３０
分

内
読
み
聞
か
せ
の
方
法
な
ど
を
お

話
し
し
ま
す
。（
絵
本
２
冊
プ
レ

ゼ
ン
ト
）
１
組

１０
分
程
度
で
す
。

ど
ち
ら
か
都
合
の
よ
い
日
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

対
平
成

２７
年

１１
月
生
ま
れ
の
赤

ち
ゃ
ん
と
保
護
者

持
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
引
換
書

問
小
出
郷
図
書
館

☎
７
９
２
・
０
３
３
７

広
神
図
書
館

☎
７
９
９
・
３
２
２
７

未
就
学
児
膝
上
無
料
・
座
席
が
必
要

な
場
合
は
チ
ケ
ッ
ト
要
購
入
）

問
小
出
郷
文
化
会
館

☎
７
９
２
・
８
８
１
１

用
の
空
き
箱
・
袋

〆
１０
月
５
日
㈬

◆◆
滝
澤
治
絵
画
展

期
９
月

１０
日
㈯
～

２５
日
㈰

１０
時
～

１６
時
（

１２
日
㈪
、

２０
日
㈫
休
館
）

場
宮
柊
二
記
念
館

内
地
域
の
絵
画
サ
ー
ク
ル「
白
象
会
」

で
活
躍
中
の
堀
之
内
在
住
、
滝
澤
治

さ
ん
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

￥
無
料
（
絵
画
展
の
み
）

問
宮
柊
二
記
念
館

☎
７
９
４
・
３
８
０
０

・
区
画
面
積
︙
2.5
ｍ
×
２
ｍ

・
出
店
場
所
︙
受
付
順
に
決
定

・
販
売
品
︙
生
活
用
品
、
雑
貨
、

衣
料
品
等
（
食
料
品
、
薬
品
、
動

物
、
自
転
車
等
を
除
く
。）

定
先
着

１８
店　
　
　

￥
１
店
５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

〆
１０
月
７
日
㈮

申
問
魚
沼
市
消
費
者
協
会
（
市
民

相
談
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
７
９
２
・
８
８
４
４　
　
　
　
　
　
　
　

ミ 

ニ 

情 

報

◆◆
第
１
回
小
出
病
院
祭

　

新
し
い
病
院
を
地
域
の
皆
さ
ん

に
来
て
見
て
知
っ
て
い
た
だ
き
た

く
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
９
月

２５
日
㈰

１１
時
～

１５
時

３０
分

場
小
出
病
院

内
ミ
ニ
健
康
診
断
、
医
療
見
学
、

病
院
探
検
、
ク
イ
ズ
、
大
抽
選

会
、
羽
根
川
屋
台
、
か
る
し
お
メ

ニ
ュ
ー
限
定
販
売
な
ど

演
生
き
方
の
授
業

講
鈴
木
弘
明
さ
ん（
論
語
認
定
士
）

問
小
出
病
院

☎
７
９
２
・
２
１
１
１

受取りを忘れていませんか？
・カードの交付時は、手続きのほか窓口の混雑
   等によりお時間がかかります。

・時間に余裕をもってお越しください。

問市民生活室　☎７９２・１１１２

マイナンバーカード
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◆❷
め
ぐ
み
幼
稚
園◆　
　
　

Ｈ
２９
年
度
入
園
説
明
会

　

幼
稚
園
で
は
幼
児
期
の
成
長
に

ふ
さ
わ
し
い
体
験
や
学
習
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
活
動

が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
１０
月
７
日
㈮
９
時

３０
分
～

１１
時

１５
分
※
受
付
：
９
時

１０
分
か
ら

場
め
ぐ
み
幼
稚
園
（
井
口
新
田

３
６
０
番
地
）　

内
入
園
説
明
会
お
よ
び
自
由
遊

◆❶
め
ぐ
み
幼
稚
園
未
就
園
児

教
室
「
運
動
会
に
あ
つ
ま

れ
～
！
」

日
１０
月
１
日
㈯
９
時
～

１２
時

※
帰
り
の
時
間
は
自
由
で
す

場
井
口
小
学
校
体
育
館　

内
幼
稚
園
の
運
動
会
に
未
就
園
の

お
子
さ
ん
は
、
ゲ
ー
ム
や
か
け
っ

こ
に
参
加
で
き
ま
す
。
景
品
も
用

意
し
て
い
ま
す
。

対
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者　

持
内
履
き
、
水
筒
な
ど
申
不
要

他
当
日
、
体
育
館
入
口
に
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
用
意
し
ま
す
。

◆◆
第
１１
回
魚
沼
市　
　
　
　

　

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

日
１０
月
２
日
㈰

場
湯
之
谷
中
学
校

内
小
学
１
～
３
年
男
女
２
㎞
、
小

学
４
～
６
年
男
女
３
㎞
、
中
学
女

子
３
㎞
、
中
学
男
子
５
㎞
、
高
校
・

一
般
・
シ
ニ
ア
（

５０
歳
以
上
）
各

男
女
５
㎞
・ 

１０
㎞

￥
高
校
生
以
下
５
０
０
円
、一
般
・

シ
ニ
ア
１
、０
０
０
円

〆
９
月

１５
日
㈭

申
陸
上
競
技
協
会
・
横
山

☎
０
９
０
・
２
１
５
１
・
８
４
１
０

◆◆
魚
沼
市
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
秋
季
市
民
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

日
１０
月
９
日
㈰
※
予
備

１０
日
㈷
㈪　

・
小
・
中
学
生
の
部
…
８
時

３０
分

か
ら
受
付

・
一
般
の
部
…

１２
時
か
ら
受
付

場
月
岡
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

内
・
中
学
生
（
１
・
２
年
生
）
の

部
（
男
・
女
）

・
一
般
（
中
学
３
年
生
以
上
）
の

部
（
男
・
女
）

◆◆
う
お
ぬ
ま
森
の
学
校　
　

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

◎
木
を
植
え
る
為
の
準
備
作
業

日
①
９
月

２５
日
㈰
②

１０
月
２
日
㈰

い
ず
れ
も
８
時
～

１０
時

※
ど
ち
ら
か
１
日
で
も
構
い
ま
せ
ん

場
響
き
の
森
公
園
里
山
生
態
園
屋

に
集
合
し
て
下
さ
い
。

※
駐
車
場
は
響
き
の
森
公
園
第
３

駐
車
場
を
ご
利
用
下
さ
い
（
植
樹

祭
の
ぼ
り
旗
が
目
印
）

内
１０
月
８
日
㈯
開
催
の
第
８
回
う

お
ぬ
ま
里
山
ま
つ
り
で
実
施
す
る

植
樹
地
の
穴
掘
り
や
草
刈
り
な
ど
。

持
作
業
の
出
来
る
服
装
（
長
袖
・

長
ズ
ボ
ン
・
長
靴
）・
飲
み
物
・

草
刈
り
機
を
お
持
ち
の
人
は
ご
持

参
下
さ
い
。
￥
無
料

◆◆
復
刻
版
「
浮
世
絵
」
展

期
９
月

１７
日
㈯
～

１９
日
㈷
㈪
９
時

～
１７
時

３０
分

場
小
さ
い
記
念
館
（
親
柄
２
１
９

番
地
）

内
広
重
６
点
（
東
海
道
五
十
三

次
含
む
）、
北
斎
２
点
（
富
嶽

三
十
六
景
神
奈
川
沖
浪
裏
を
含

む
）、
歌
麿
３
点
（
ビ
ー
ド
ロ
を

吹
く
女
を
含
む
）、
写
楽
３
点
、

春
信
１
点

￥
無
料

他
希
望
者
に
は
原
価
で
の
販
売
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

問
小
さ
い
記
念
館
・
吉
田

☎
７
９
９
・
２
０
０
４

◆◆
魚
沼
市
水
泳
協
会
主
催
市

民
へ
の
プ
ー
ル
無
料
開
放

日
９
月

２２
日
㈷
㈭
、１０
月
９
日
㈰
、

１１
月

２３
日
㈷
㈬
１１
時
～

１５
時

場
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
小
出

対
市
内
在
住
３
才
以
上

※
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴

定
８０
人
￥
無
料
〆
当
日

持
水
着
・
水
泳
帽
・
タ
オ
ル

問
水
泳
協
会
事
務
局（
SA
小
出
内
）

☎
７
９
２
・
９
９
３
３　
　

◆◆
き
の
こ
簡
単
！
ア
イ
デ
ア

レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト

・
応
募
の
条
件
︙

①
種
類
は
問
わ
な
い
が
、「
き
の

こ
」
を
１
種
類
以
上
使
う
。

②
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
、他
へ
の
応
募
、

公
表
が
さ
れ
て
い
な
い
。

③
誰
で
も
作
れ
る
「
簡
単
」
な
レ

シ
ピ
で
あ
る
。

・
応
募
の
方
法
︙

　

専
用
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
載
の
上
、
郵
送
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
で
応
募
し
て
下
さ
い
。

〆
１０
月
３１
日
㈪（
当
日
消
印
有
効
）

他
最
優
秀
賞
と
し
て
５
万
円
の
豪

華
旅
行
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。
応
募
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
、
南
魚
沼
地
域
振
興
局
林

業
振
興
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

申
問
魚
沼
き
の
こ
・
山
菜
振
興

協
議
会
（
南
魚
沼
地
域
振
興
局
林

業
振
興
課
内
）

〒
９
４
９
・
６
６
８
０
南
魚
沼
市

六
日
町
９
６
０
番
地

☎
０
２
５
・
７
７
２
・
８
２
６
６

Ｍinfo@
uonum

akinoko.jp

Ｈhttp://w
w

w.uonum
akinoko.jp/

◆◆「
う
お
ぬ
ま
チ
ャ
ン
ス
セ
ー

ル
（
ハ
イ
パ
ー
ス
ク
ラ
ッ

チ
）」
加
盟
店
の
募
集

　

市
内
全
域
を
対
象
に
、
お
買
い

上
げ
金
額
に
応
じ
て
共
通
ス
ク

ラ
ッ
チ
カ
ー
ド
を
配
布
す
る
共
同

売
出
し
事
業
の
参
加
加
盟
店
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

対
市
内
事
業
者

〆
９
月

１５
日
㈭

◦
売
出
し
期
間
︙

１０
月

１４
日
㈮
～

２８
日
㈮
ま
で

問
く
わ
し
く
は
各
商
工
会
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
堀
之
内
商
工
会

☎
７
９
４
・
２
４
３
３

・
小
出
商
工
会

☎
７
９
２
・
２
１
２
４

・
湯
之
谷
商
工
会

☎
７
９
２
・
１
５
１
１

・
広
神
商
工
会

☎
７
９
９
・
３
２
７
９

・
守
門
商
工
会

☎
７
９
７
・
２
２
７
２

〆
①
９
月
２１
日
㈬
②
９
月

２８
日
㈬

他
事
前
に
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

申
魚
沼
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

☎
７
９
２
・
１
３
３
６

℻
７
９
３
・
７
８
６
８

◆◆
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事

業
・
一
日
解
放
日

日
１０
月

１３
日
㈭

１０
時
～

１５
時

場
①
お
達
者
ク
ラ
ブ
（
堀
之
内
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

②
ハ
ー
ト
ク
ラ
ブ
（
小
出
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
）　　

③
デ
イ
ホ
ー
ム
道
元
坂
（
広
神
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

④
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
（
守
門
高
齢

者
セ
ン
タ
ー
）

内
茶
話
会
、
脳
ト
レ
、
軽
体
操
他

対
市
内
在
住
で

６５
歳
以
上
の
人

〆
９
月

３０
日
㈮

他
出
入
り
は
自
由
で
す
。

希
望
に
よ
り
送
迎
い
た
し
ま
す
。

昼
食
を
希
望
す
る
人
は
、
当
日

４
１
２
円
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
①
社
会
福
祉
協
議
会
堀
之
内
支
所

☎
７
９
４
・
４
３
０
０

②
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ま
ち
な
か
や

☎
７
９
３
・
３
５
３
５

③
社
会
福
祉
協
議
会
広
神
支
所

☎
７
９
９
・
３
９
９
０

④
社
会
福
祉
協
議
会
守
門
支
所

☎
７
９
７
・
４
８
８
２

④
社
会
福
祉
協
議
会
入
広
瀬
支
所

☎
７
９
６
・
２
５
４
９

対
ペ
ア
の
片
方
ま
た
は
両
方
が
市

内
に
在
学
、
在
勤
、
在
住
し
審
判

の
で
き
る
人
。
魚
沼
市
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
協
会
に
在
籍
す
る
人
。

￥
協
会
員
１
人
５
０
０
円
、
非
協

会
員
１
人
１
、０
０
０
円
、
中
学

生
ペ
ア
３
０
０
円
、
小
学
生
ペ
ア

１
０
０
円

〆
９
月

２８
日
㈬

他
各
３
位
ま
で
表
彰
。
組
み
合
わ
せ

は
当
日
発
表
。
１
人
で
参
加
の
場
合

の
ペ
ア
は
事
務
局
で
調
整
し
ま
す
。

申
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
・
高
橋

☎
７
９
９
・
２
３
３
５

Ｍnhirokam
in@

yahoo.co.jp

問
め
ぐ
み
幼
稚
園

☎
７
９
２
・
６
７
６
８

び
、
施
設
見
学
、
ビ
デ
オ
視
聴　
　

対
平
成

２４
年
４
月
２
日
～
平
成

２７

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
ど
も
と

保
護
者

持
内
履
き
、
水
筒
な
ど
申
不
要

他
保
育
園
・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど

も
園
の
入
園
申
込
案
内
は
市
報
う

お
ぬ
ま

１０
月

１０
日
号
に
掲
載
予
定

で
す
。

◆◆
室
内
楽
の
調
べ
マ
イ

オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
１
６

日
９
月

２５
日
㈰

１６
時
か
ら

※
開
場
：

１５
時

３０
分

場
小
出
郷
文
化
会
館

演
サ
ラ
サ
ー
テ
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ネ
ル

ワ
イ
ゼ
ン
」、
ラ
ヴ
ェ
ル
「
亡
き

王
女
の
た
め
の
パ
ヴ
ァ
ー
ヌ
」、

む
か
し
語
り
「
運
定
め
の
昔
」
他

・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
河
村
典
子
・
コ

ン
ト
ラ
バ
ス
白
土
文
雄
・
ピ
ア
ノ

志
田
梨
花
子
・
む
か
し
語
り
渡
辺

定
子
・
笹
舟
混
声
合
唱
団

￥
２
、０
０
０
円
（
当
日
２
、５
０

０
円
）、
小
中
高
生
５
０
０
円

申
問
う
お
ぬ
ま
マ
イ
オ
ー
タ
ム

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
６
実
行
委

員
会
・
志
田

☎
０
９
０
・
２
０
２
３
・
８
３
２
５

◆◆
魚
沼
わ
く
わ
く
キ
ッ
ズ
☆
秋

日
１０
月
２
日
㈰
９
時
～

１３
時

場
小
出
公
園
周
辺

内
ぬ
か
釜
で
炊
飯
や
炊
き
た
て
の

ご
飯
で
お
に
ぎ
り
づ
く
り
、
周
辺

で
ど
ん
な
木
の
実
が
あ
る
か
散
策

し
ま
す
。

対
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定
先
着

３０
人

￥
１
０
０
円

持
タ
オ
ル
・
水
筒
・
軍
手
・
雨
具

〆
９
月

２８
日
㈬

申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
小
出

☎
７
９
２
・
５
３
２
０　

Ｍinfo@
sp-koide.org

・
入
広
瀬
商
工
会

☎
７
９
６
・
２
１
５
２

◆◆
テ
レ
ビ
の
ご
視
聴
に
関
す

る
お
知
ら
せ◆

　

今
後
、
携
帯
電
話
事
業
者
が
、

新
し
い
周
波
数
帯
を
利
用
す
る
こ

と
に
伴
い
、
現
在
ご
視
聴
の
地
上

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
受
信
に

影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
対
策
作
業
の
周
知
の
た

め
、９
月
上
旬（
予
定
）か
ら
順
次
、

影
響
が
出
る
お
そ
れ
の
あ
る
地
域

に
チ
ラ
シ
を
お
届
け
し
ま
す
。
な

お
、
対
策
作
業
等
の
実
施
に
伴
い

費
用
を
請
求
す
る
こ
と
は
一
切
あ

り
ま
せ
ん
。

他
受
信
障
害
に
関
す
る
ご
質
問
に

つ
い
て
は
、「
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
利

用
推
進
協
会
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
（
一
社
）
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
利
用

推
進
協
会

☎
０
１
２
０
・
７
０
０
・
０
１
２

Ｈhttp://w
w

w
.700afp.jp/tv

映らない！

映像が乱れる！



information お知らせ版

 市報うおぬま21 市報うおぬま　2016.9.10 　 20

 ９月 16 日～３１日 行事カレンダー
16 金 堀之内十五夜まつり（～ 18 日）

17 土

18 日
キッズ・ミュージカル魚沼産☆夢ひかり第 11 回公
演「心結び～田んぼオーケストラ～」（① 11:00、
② 18:00/ 小出郷文化会館）

19 月
キッズ・ミュージカル魚沼産☆夢ひかり第 11 回公
演「心結び～田んぼオーケストラ～」（11:00/ 小出
郷文化会館）

20 火

21 水
年金相談日（10:00～15:00/小出ボランティアセンター）
要予約：長岡年金事務所☎ 0258･88･0006
ブックスタート (13:00/ 子育て支援センターぱぴぷ）

22 木
うおぬま超劇シリーズ 2016「DANCE ダンスだん
す！」～ StraightfromNewYork ～（17:00/ 小出郷
文化会館）

23 金 だっこでおはなし小出（10:30/ 小出郷図書館）

24 土
新庁舎建設市民ワークショップ (13:00/ 小出郷福
祉センター）
ブックスタート (10:00/ 広神図書館）

25 日
生涯学習体験ひろば (10:00 ～ 15:00/ 堀之内公民館）
～室内楽の調べ～マイオータムコンサート 2016

（16:00/ 小出郷文化会館）

26 月

27 火

28 水 献血 (10:00 ～ 12:30/ 消防本部）
献血 (14:30 ～ 16:00/ 小出公民館）

29 木

30 金

虐待かもと思ったら「いち・はや・く」児童相談所全国共通ダイヤルへ

乳幼児健診
種 類 対象生年月日 期 日 受 付 会 場

乳児（４か月児） 平成 28 年６月 27 日㈭

13:00
～

13:15

子育て支援セ
ンターぱぴぷ

1 歳６か月児 H27.2.25 ～ 3.31 ５日㈬

湯之谷
保健

センター
２歳児 平成 26 年 10 月 12 日㈬

３歳児 H25.10.1 ～ 10.25 26 日㈬

持・母子健康手帳、問診票、オムツ等の着替え
他・日程変更をご希望の場合は、事前にご連絡ください。
　・感染症にかかっている、またはその疑いがある場合
　　はご連絡のうえ、治ってからお越しください。

子育て支援センターぱぴぷ　☎ 792・6356
名　称 日　時 内　容

広場開放 月～金 9:00 ～ 16:00 自由遊びなど

ぴよぴよタイム 月～金 10:45 ～ 11:00 手遊び・ふれあい体操

土曜開放 毎週土曜 9:00 ～11:30 広場を開放します

身長・体重計測 毎週月曜 9:00 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 15:00

身長・体重計測
（栄養士同席）

17 日㈪ 10:00 ～　
11:30

離乳食や食事の相
談ができます。24 日㈪

・10 月 27 日㈭は、4 か月健診のため午後からお休みとなります。

堀之内なかよし保育園　　☎ 794・6161　
名　称 日　時 内　容

広場開放 月～金9:00 ～ 15:00 自由遊び、
ふれあい体操など

すくすく広場（出張親子ふれあい広場）  
会　場 日　時 内　容

入広瀬保健センター 14 日㈮ 10:00～11:00 ダンボール電車で
遊ぼう

親子ふれあい広場10月 問健康増進室
☎ 792・9763

10月 児幼 健 診 等乳

離乳食講習会・１歳よちよち教室
事業名 対象（対象外でも可） 期 日 受 付 会 場

離乳食講習会
ステップ１

H28 年７月生の
乳児の養育者

４日
㈫ 9:30

～
9:45

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぱ
ぴ
ぷ

離乳食講習会
ステップ２

H28 年３月生の
乳児の養育者

18 日
㈫

離乳食講習会
ステップ３

H27 年 12 月生の
乳児の養育者

24 日
㈪

13:30
～

13:45
1 歳

よちよち教室
（親子遊び、仕上げ

みがきなど）

平成 27 年 10 月生 25 日
㈫

9:15
～

9:30

持・母子健康手帳　・オムツ等の着替え
◎育児相談は、各会場で随時受け付けています。

・個人通知はありません。

問子ども課
☎ 794・6027

すもんこども園　　　☎ 797・2002　
名　称 日　時 内　容

広場開放 月～金9:00 ～ 12:00 自由遊び、
ふれあい体操など

・10 月４日㈫～６日㈭は、お休みとなります。

◆◆
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

を
発
見
し
た
ら

　

産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
を
発

見
し
た
ら
、
発
見
日
時
、
発
見
場

所
、
投
棄
者
の
車
の
ナ
ン
バ
ー
等

を
く
わ
し
く
、「
不
法
投
棄
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

問
不
法
投
棄
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
１
２
０
・
３
８
１
・
７
９
０

◆◆
北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門

学
院
学
校
説
明
会
・
Ｈ
２９

入
学
生
募
集
開
始

　

地
元
の
医
療
系
専
門
学
校
（
臨

床
検
査
技
師
、
管
理
栄
養
士
、
看

護
師
・
保
健
師
、臨
床
工
学
技
師
）「
や

◆◆
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー

ル
平
成
２９
年
度
普
通
課
程

入
校
生
の
推
薦
選
考
日
程

　

電
気
施
設
科
ま
た
は
木
造
建
築

科
の
推
薦
選
考
を
行
い
ま
す
。

日
１０
月
７
日
㈮
９
時
か
ら

※
受
付
：
８
時

３０
分
か
ら

場
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

対
次
の
要
件
を
満
た
す
人

①
高
等
学
校
ま
た
は
、
中
等
教
育

学
校
を
平
成

２８
年
度
中
に
卒
業
見

込
み
の
人
で
概
ね

３０
歳
以
下
の
人

②
高
等
学
校
長
ま
た
は
中
等
教
育

学
校
長
が
推
薦
す
る
人

〆
９
月

３０
日
㈮

問
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

☎
７
９
４
・
２
４
１
０

◆◆
移
動
点
字
図
書
館
開
催
の

ご
案
内

　

見
え
に
く
く
な
っ
て
お
困
り
の

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
魚
沼
地

域
に
お
住
ま
い
の
視
覚
障
害
者
の

利
用
拡
大
を
図
る
た
め
、
移
動
点

字
図
書
館
を
開
催
し
ま
す
。

日
１０
月

２３
㈰

１０
時
～

１５
時

場
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

内
点
字
図
書
館
案
内
、
利
用
方
法

の
説
明
、
デ
ジ
タ
ル
録
音
図
書
プ

レ
イ
ヤ
ー
の
操
作
説
明
、
拡
大
読

書
器
・
情
報
機
器
等
の
展
示
説
明
、

日
常
生
活
用
具
展
示
・
予
約
受
付
、

点
字
体
験
教
室
、
公
共
図
書
館
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
紹
介
、
交
流

会
な
ど

￥
無
料

◆◆
く
ら
し
の
相
談
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
特
別
電
話
相
談

◎
高
齢
者
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

日
９
月

１５
日
㈭
～

１６
日
㈮
９
時
～

１８
時

内
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
等
の
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
や
振
り
込
め
詐
欺
等

問
新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
５
・
２
８
５
・
４
１
９
６

◆◆
魚
沼
圏
域
「
高
次
脳
機
能

障
害
家
族
の
つ
ど
い
」

　

ご
家
族
同
士
で
日
頃
の
悩
み
や

思
い
を
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。

日
９
月

２６
日
㈪

１３
時

３０
分
～

１５
時

場
十
日
町
地
域
振
興
局
（
十
日

町
保
健
所
）（
十
日
町
市
高
山

８
５
７
番
地
）

対
高
次
脳
機
能
障
害
者
の
ご
家
族

￥
無
料

〆
９
月

１６
日
㈮

申
問
十
日
町
地
域
振
興
局
（
地

域
保
健
課
）

☎
０
２
５･

７
５
７･
２
４
０
２

◆◆
魚
沼
基
幹
病
院
作
業
停
電

に
伴
う
休
日
救
急
対
応

内
電
気
設
備
の
定
期
点
検
の
た
め

停
電
し
ま
す
。
作
業
中
は
、原
則
、

救
急
患
者
の
受
け
入
れ
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
他
の
休
日
救
急
病
院

な
ど
へ
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、重
症
（
意
識
が
な
い
な
ど
）

の
場
合
は
、
１
１
９
番
で
救
急
車

を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
１０
月

１６
日
㈰
７
時
～

１６
時

問
魚
沼
基
幹
病
院

☎
０
２
５
・
７
７
７
・
３
２
０
０

◆◆
整
形
外
科
休
診
の
お
知
ら
せ

　

小
出
病
院
整
形
外
科
外
来
を
休

診
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
９
月

１６
日
㈮

問
小
出
病
院

☎
７
９
２
・
２
１
１
１

◆◆
放
送
大
学
１０
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成

２８
年
度

第
２
学
期
（

１０
月
生
）
の
生
徒
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通
し
て
学
ぶ
通

信
制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福

祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然

科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ

ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
、職
業
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

〆
出
願
期
間
︙
９
月

２０
日
㈫
（
第

２
回
募
集
）

他
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
放
送
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
で
も
資
料
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

問
放
送
大
学
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー

（
新
潟
市
中
央
区
旭
町
通
１
番
町

７
５
４
番
地
）

☎
０
２
５
・
２
２
８
・
２
６
５
１

Ｈhttp://w
w

w
.ouj.ac.jp/

他
希
望
者
に
は
お
弁
当
（
１
食

７
０
０
円
）
の
注
文
を
受
け
付
け

ま
す
。

〆
１０
月

１４
日
㈮

問
新
潟
県
点
字
図
書
館

☎
０
２
５
・
３
８
１
・
８
１
１
１

り
が
い
」
が
あ
り
「
就
職
に
も
強
い
」

医
療
職
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

日
９
月

１０
日
㈯
・

２４
日
㈯

１３
時
～

１５
時

３０
分

場
北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学
院

（
浦
佐
駅
か
ら
の
送
迎
バ
ス
あ
り
）

内
学
校
説
明
、
入
試
説
明
、
学
科

別
説
明
、
校
内
見
学
等

申
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
入
学
セ

ン
タ
ー
ま
で
。
く
わ
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☎
０
１
２
０
・
４
５
１
・
１
８
５

問
北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学
院

☎
０
２
５
・
７
７
９
・
４
５
１
１
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一
緒
に
未
来
の
魚
沼
をビ

ジ
ョ
ン
に
立
っ
た
高
齢
者
に
も

優
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
提
案
が
出

て
く
る
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

少
し
先
に
な
り
ま
す
が
、
若
者

が
地
域
を
愛
し
、
根
付
き
、
担
う

よ
う
に
、
そ
し
て
も
っ
と
行
政
に

建
設
的
な
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
の
事
業
も
計
画
し
て
い
ま

す
。「
い
く
ら
自
分
た
ち
（
若
者
）

が
考
え
て
も
聞
い
て
く
れ
な
い
」

と
思
わ
れ
る
自
治
体
か
ら
「
自
分

た
ち
の
考
え
や
思
い
を
真
剣
に
聞

い
て
一
緒
に
や
っ
て
い
く
自
治
体

な
ん
だ
」
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
、

私
た
ち
も
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
「
若
者
が
元
気
に
働
け
る
地
域

に
な
ら
な
け
れ
ば
将
来
は
な
い
」

と
い
う
危
機
感
を
抱
え
る
自
治
体

は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
多
く
の
自
治
体
で
は
若
者
を
中

心
と
し
た
組
織
づ
く
り
や
会
議
を

始
め
て
い
ま
す
。
魚
沼
市
も
こ
れ

か
ら
の
未
来
を
考
え
る
上
で
、
次

代
を
担
う
若
者
の
考
え
を
反
映
で

き
る
よ
う「
う
お
ぬ
ま
若
者
会
議
」

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
市
報
に
も
特
集
と
し
て

紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
会
議
に
は

多
く
の
若
者
か
ら
参
加
し
て
も
ら

い
、
若
者
の
目
線
か
ら
み
た
魅
力

あ
る
魚
沼
市
に
す
る
た
め
の
提
案

が
多
数
出
て
く
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
同
時
に
、
将
来
こ
ん

な
生
活
を
送
り
た
い
と
い
う
長
期
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市
報
ク
イ
ズ

今
月
の
市
報
を
読
ん
で
答
え
よ
う
！

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
「
５
０
０
円
分
図
書
カ
ー

ド
」
を
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
答
え
と
市
報

の
感
想
等
を
お
書
き
の
う
え
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
９
月

２３

日
㈮
ま
で
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

ＱＡ

す
も
ん
こ
ど
も
園
に
設
置
さ
れ
た
、
隠
れ
家

的
に
園
児
が
興
味
を
持
っ
て
遊
べ
る
部
屋
の

名
前
は
？

①
デ
ン

②
テ
ン

③
ペ
ン

　

魚
沼
市
の
コ
ス
モ
ス
の
名
所
で

あ
る
「
上
原
コ
ス
モ
ス
園
」。
例

年
だ
と
９
月
中
旬
か
ら

１０
月
上
旬

に
か
け
て
見
ご
ろ
と
な
り
ま
す

が
、
少
雪
の
影
響
か
８
月
中
旬
に

満
開
を
迎
え
ま
し
た
。
咲
き
誇
る

コ
ス
モ
ス
の
中
で
遊
ぶ
親
子
の
一

瞬
を
、
望
遠
レ
ン
ズ
で
捉
え
て
み

ま
し
た
。

編
集
後
記

表
紙
の
写
真

　

リ
オ
五
輪
が
閉
会
し
、
も
う
す

ぐ
１
か
月
が
経
ち
ま
す
。
日
本
の

メ
ダ
ル
獲
得
数
は
過
去
最
高
の

４１
個
。
加
齢
に
よ
り
深
夜
ま
で
起

き
て
い
ら
れ
ず
、
毎
朝
、
新
聞
や

Ｔ
Ｖ
に
踊
る
「
メ
ダ
ル
獲
得
」
の

ニ
ュ
ー
ス
を
楽
し
み
に
目
を
覚
ま

し
ま
し
た
。
次
は
い
よ
い
よ
東
京
。

魚
沼
市
で
も
各
種
目
で
活
躍
し
て

い
る
選
手
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

４
年
後
、
夢
の
舞
台
に
誰
か
が

立
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
。

そ
の
時
は
も
ち
ろ
ん
「
市
報
う
お

ぬ
ま
・
五
輪
特
集
」
で
す
！
（
Ｍ
）

　

市
は
平
成

２６
年
度
よ
り
、
新
潟

大
学
と
協
力
し
「
う
お
ぬ
ま
地
方

の
健
康
調
査
」を
開
始
し
ま
し
た
。

現
在
、
新
潟
大
学
で
は
平
成

２６
年

度
に
魚
沼
市
で
行
っ
た
調
査
を
含

め
、
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
調
査
結
果
の

関
連
情
報
や
デ
ー
タ
等
を
ま
と
め

て
お
り
ま
す
。結
果
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
市
報
等
で
お
示
し
で
き
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

調
査
へ
の
同
意
を
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
に
、
今
年
３
月
に
送
付
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
健
康
調
査
票
の

回
収
率
は

５０
・
８
％
（
７
月
末
日

現
在
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

だ
お
手
元
に
健
康
調
査
票
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
記
入
い
た
だ
き
返
送

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。 未来の

　健康のために

問健康増進室☎７９２－９７６３

～うおぬま地方の健康調査～

　例年に比べサイズの大きい鮎が豊漁となっていま

す。「豊漁の理由は、関係機関の努力により大きな

鮎が放流できたこと、雪解け水が少なく早く放流で

きたこと、６月の少雨で水温が上がり鮎の活性が良

くなり大きく育ったことです」と魚沼漁業協同組合

の目黒恒夫さんは話します。噂を聞きつけてか県外

からの釣り人も多く、魚野川や破間川では連なる太

公望の姿を見ることができました。

　平成２３年７月の新潟・福島豪雨以降、福島県柳

津町の只見川に合流する支流・銀山川から、鯉の群

れが姿を消しました。「かつての鯉を復興のシンボ

ルにできないか」と柳津町の有志で立ち上がったプ

ロジェクトに、この度、魚沼市内の業者が多くの鯉

の稚魚を無償で譲りました。ＪＲ只見線沿線の活性

化を願う絆が、観光地の再生と復興を後押ししてい

ます。

今
年
は
鮎

が

豊

漁

太
公望
もニン

マ
リ

只
見
線
沿
線
の
絆
で

鯉
を
復
活

写真提供：福島民報社

〠 946-8601　
住所：小出島 130-1
　総務課「市報クイズ係」 宛
ＦＡＸ：
　０２５－７９２－９５００
Ｅメール：
   koho@city.uonuma.niigata.jp

市報クイズの応募は
　　　　　　こちらまで

　

前
回
の
正
解
は
、「
③
こ
っ
ぱ
」
で
し
た
。
当
選
は
次

の
皆
さ
ん
で
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

池
田　
　

誠　

さ
ん

　

榎
本　
　

綾　

さ
ん

　

田
中
な
つ
紀　

さ
ん

　

松
田　

正
彦　

さ
ん

　

横
山　

和
俊　

さ
ん

佐藤みつ子　三渕沢　　　　６３歳
穴沢フヨノ　穴沢　　　　　９４歳
佐藤　昭二　平野又　　　　８３歳

山本美佐子　下町一　　　　９１歳
櫻井　廣子　西栄町　　　　７４歳
小林　トミ　新田　　　　　９７歳
上村　豊廣　新田　　　　　９５歳
波方　ヨリ　新田　　　　　８８歳
中村　チイ　寺村　　　　　９２歳
滝澤　ツル　徳田　　　　　９０歳
星野　貞夫　徳田　　　　　６９歳
佐藤　ケサ　浦町七　　　　９０歳
田中よしみ　羽根川二　　　５６歳
田澤　　侃　沢田四　　　　８２歳
瀨下　誠市　佐梨明神町　　７８歳
大平ノブイ　佐梨　　　　　９８歳
櫻井　作一　井口　　　　　８８歳
米山　德治　七日市新田　　９０歳
佐藤　　弘　金ケ沢　　　　８２歳
佐藤　久男　金ケ沢　　　　７８歳
佐藤　チヨ　並柳　　　　　８４歳
酒井　ふみ　並柳　　　　　９０歳
星野　甚一　吉原　　　　　９０歳
和田　義泰　中島　　　　　７８歳
和田　マサ　中島　　　　１０２歳
山本　　久　長松　　　　　８８歳
星　ミツ井　赤土　　　　　９３歳

ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

五十嵐　仁
じん

　拓也・萌　　下倉新田
下村　絢

あ や ね

音　勲・由美香　　竜光一
志田　竜

りゅういち

一　良平・ひとみ　　徳田
穴沢　煌

こ う や

也　卓・愛美　　　　中原
及川　新

あ ら た

太　智弘・清子　　　佐梨
上重　翼

つ ば さ

咲　亮太・瑞希　　七日市
桑原　穂

ほ の か

香　新作・千穂　　　吉田
佐野慎

し ん た ろ う

太郎　武志・幸子　　滝之又
小川　　慧

すい

　洸平・結　　　　中島
小幡　千

せ な

夏　大地・莉紗　　　長松

※届出いただくときに、同意のあった方を掲載しています。（７月２１日～  ８月２０日届出分）ひとのうごき
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

人口と世帯数（Ｈ２８．８．１）

人口 うち外国人 増減
男 18,438   37 -13
女 19,293 127   -9
計 37,731 158 -22

世帯数 13,340    4



魚
沼
っ
子

№

１７

がんばる
　

堀
之
内
小
学
校
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

の
４６
人
の
部
員
が
奏
で
る
美
し
い
調
べ
が
、
県

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
６
年
ぶ
り
の
金

賞
に
輝
き
ま
し
た
。「
昨
年
よ
り
地
元
の
吹
奏

楽
団
の
『
Ｂ
ｒ
ａ
ｓ
ｓ
堀
之
内
』
や
『
魚
沼
吹

奏
楽
団
』
が
、指
導
に
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
６
年
生
が
い
い
手

本
に
な
り
、
４
・
５
年
生
を
引
っ
張
っ
て
き
ま

し
た
。」
顧
問
の
佐
藤
雅
子
教
諭
は
強
さ
の
秘

訣
を
話
し
ま
す
。
地
域
の
期
待
を
胸
に
、
こ
の

９
月
に
西
関
東
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
が
ん
ば

れ
堀
之
内
小
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
。

こ
の
広
報
紙
は
古
紙
パ
ル
プ
配
合
率

８０
％
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
広
報
紙
は
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

この広報紙に掲載されている写真や内容等に関して無断転載を禁じます
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食まちうおぬま
レ・シ・ピ

ミニミニクッキングをリニューアル

堀之内小学校ブラスバンド部

金賞
第５７回県吹奏楽コンクール
　　　　　　　　小学校の部　

　

ほ
ぼ
全
面
に
落
書
き
が
さ
れ
て
い
た
小

出
駅
近
く
の
地
下
道
。
夏
休
み
を
利
用
し
、

小
出
高
校
と
小
出
中
学
校
の
美
術
部
の
生

徒
た
ち
が
、
鮮
や
か
な
色
彩
で
地
下
道
に

壁
画
を
描
き
ま
し
た
。

　

春
の
新
緑
や
清
流
を
彩
る
花
火
な
ど
、

地
下
道
の
両
壁
に
は
魚
沼
の
四
季
が

２０
ｍ

に
渡
り
描
か
れ
て
い
ま
す
。「
地
域
の
人
や

地
下
道
を
利
用
す
る
人
が
、
心
を
和
ま
せ

笑
顔
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
」
と
話

す
小
出
高
校
美
術
部
部
長
の
関
緒
音
さ
ん
。

地
下
道
を
通
る
際
は
、
想
い
の
詰
ま
っ
た
壁

画
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｂｅｆｏ
ｒｅ

Ａｆｔｅ
ｒ

地下道  鮮やかに よみがえる

小出高校美術部
部長　関緒

お と ね

音さん

ペイント材料等はセキス
イハイム信越㈱様よりご
提供いただきました。

作り方

魚沼市食生活改善推進員協議会

材料（４人分）
　　ほうれん草　　　　　３００ｇ　　

　　カッテージチーズ　　　８０ｇ

　　だし汁　　　　　１／４カップ

　　薄口しょうゆ　　大さじ１／２

　　みりん　　　　　小さじ１／２

ほうれん草とカッテージチーズのお浸し（副菜） ＜だしで減塩＞しょうゆだけでなく、だしを入れることでうま味
が増して調味料を控えることができます。だしは電子レンジでも
簡単にとることができます。
【電子レンジでのだしのとり方】
耐熱容器に水１カップ（200ml）、かつお節ミニパック１袋、昆布５㎝
角を入れてラップをせずに電子レンジ（600W）で２分ほど加熱する。

　　エネルギー　41kcal　たんぱく質　4.6 ｇ
　　炭水化物　3.2 ｇ　脂質　1.1 ｇ　塩分　0.7 ｇA

①ほうれん草は沸騰した湯で茹でて冷水にとり、
しっかりと冷やす。
②冷ました①をよく絞り、３～４㎝の長さに切る。
③②、A の調味料、カッテージチーズを和えて器に
盛る。


